病型分類 by 上田, 孝典 & 山内, 高弘
病 型 分 類
福 井 大 学 内 科 学(1)
上 田 孝 典
1
一Summary一
痛 風 ・ 高 尿 酸 血 症 の 鑑 別 診 断 ・ 治 療 方 針 決
定 の た め に 病 型 分 類 は 重 要 で あ る 。 本 邦 に お
け る 病 型 と そ の 頻 度 は 、 尿 酸 産 生 過 剰 型12
%、 尿 酸 排 泄 低 下 型60%、 混 合 型25%と 、
尿 酸 排 泄 低 下 型 が 優 位 で あ る 。 病 型 分 類 は 、
60分 蓄 尿 法 を 用 い た 尿 酸 ク リ ア ラ ン ス 法 、
ク レ ア チ ニ ン ク レ ア ラ ン ス 法 を 原 則 と す る 。
基 本 的 に は 尿 中 尿 酸 排 泄 量>0.51rng/
kg/時 の 時 尿 酸 産 生 過 剰 型 と し 、 尿 酸 ク リ
ア ラ ン ス 〈7.3ml/分 の 時 を 尿 酸 排 泄 低
下 型 と し 、 両 者 の 合 併 を 混 合 型 と す る 。 治 療
中 に 病 型 が 変 化 す る こ と が あ り 、 治 療 反 応 性
が 変 化 す る な ど 疑 わ し き 場 合 は 、 約2週 間 の
休 薬 の の ち 再 評 価 を 行 う 。
一KeyWords一
病 型 分 類 、 尿 酸 ク リ ア ラ ン ス 、 尿 酸 産 生 過 剰
型 、 尿 酸 排 泄 低 下 型 、 混 合 型
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は じ め に
痛 風 ・ 高 尿 酸 血 症 の 患 者 に つ い て 、 鑑 別 診
断 を す す め る た め に 、 或 い は 、 そ の 病 因 に 基
づ い た 適 切 な 治 療 を す る た め に 病 型 分 類 を 行
う こ と は き わ め て 重 要 で あ る 。 病 型 に も 様 々
な 分 類 法 が あ る が 、 痛 風 ・ 高 尿 酸 血 症 に つ い
て こ の 語 を 用 い る 時 は 、 尿 酸 産 生 過 剰 型 、 尿
酸 排 泄 低 下 型 、 混 合 型 の3型 の 病 型 分 類 が 一
般 的 で あ る 。 な お 、 痛 風 ・ 高 尿 酸 血 症 は 遺 伝
的 素 因 が 大 き く 影 響 す る 疾 患 で あ り 、 人 種 差
・ 民 族 差 も 大 き い1) 。 こ の た め 、 本 項 で 示 す
デ ー タ は 、 特 に 断 り な い 場 合 、 日 本 人 を 対 象
と し た も の で あ る こ と を 御 理 解 頂 き た い 。 逆
に 病 型 に つ い て の 諸 外 国 の 論 文 に つ い て は 、
こ の こ と を 念 頭 に お い て 解 釈 す る こ と も 重 要
で あ る 。
尿 酸 の 生 体 へ の 出 納
ヒ ト 健 常 者 で は 、 生 体 内 に 通 常 お よ そ12
00rngの 尿 酸 プ ー ル の 存 在 が 推 定 さ れ て い
る 。 こ の う ち 約6割 に あ た る700rngが 、
3
日 々 産 生 さ れ 、 ま た 排 泄 さ れ 平 衡 状 態 に あ る
と 考 え ら れ る 。 こ の プ ー ル へ 流 入 す る1日 尿
酸 産 生 量700mg/日 の 流 出 に つ い て は 、
少 量 の200mgは 汗 、 消 化 液 な ど に 排 泄 さ
れ る 腎 外 性 処 理 で あ る 。 大 部 分 、 即 ち500
mg/日 は 尿 中 に 排 泄 さ れ る2・3)。
こ の 出 納 の 異 常 の 結 果 と し て 生 じ る 病 型 は 、
尿 酸 産 生 過 剰 型 、 尿 酸 排 泄 低 下 型 及 び 両 者 の
混 在 し た 混 合 型 に 分 類 さ れ る(図1)。
病 型 分 類 の 最 も 大 き な 意 義 は 、 治 療 方 針 決
定 の た め の 重 要 性 で あ る 。 各 病 型 に 対 応 し て 、
そ れ を 克 服 す る 機 序 を 有 す る 治 療 薬 を 用 い 、
さ ら に は 生 活 指 導 、 食 事 指 導 を す る こ と が 望
ま し い 。
病 型 分 類 の 具 体 的 方 法
先 述 し た 如 く 、 尿 酸 の 生 体 内 で の 出 納 は 、
一 般 に 定 常 状 態 に あ る の で 、 治 療 開 始 前 の 診
断 時 に 少 数 回 病 型 分 類 を 行 う こ と で 診 断 で き
る 。 外 来 通 院 の 場 合 、 患 者 の 負 担 も 考 え 、 再
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検 の 積 極 的 必 要 性 を 認 め な け れ ば 、 一 回 の 結
果 で 判 定 す る 或 い は せ ざ る を 得 な い こ と も 多
い 。
病 型 分 類 に 必 要 な 検 査 は 、 尿 酸 産 生 量 と 尿
酸 排 泄 能 を 求 め る も の で あ る 。 後 者 の 評 価 の
た め に は 、 尿 酸 ク リ ア ラ ン ス 検 査 及 び ク レ ア
チ ニ ン ・ ク リ ア ラ ン ス 検 査 が 必 要 で あ る 。 ク
リ ア ラ ン ス 検 査 は 、 腎 疾 患 患 者 の 入 院 時 な ど
に 蓄 尿 を 利 用 し て24時 間 法 で 行 わ れ る 場 合
も 多 い が 、 痛 風 ・ 高 尿 酸 血 症 で か っ 外 来 診 療
で は 、24時 間 法 は 患 者 が 自 宅 で 蓄 尿 す る な
ど の 負 担 が 多 く 、 食 事 の 影 響 も 受 け る の で 、
む し ろ 簡 便 性 を 考 慮 し て も60分 法 が 望 ま し
い4)。
具 体 的 に は 、 検 査 予 定 日 の3日 前 よ り 高 プ
リ ン 食 及 び 飲 酒 を 制 限 す る 。 検 査 当 日 は 絶 食
と す る.受 診 し た ら 直 ち に 水 分300m1を
経 口 に よ り 負 荷 し 、30分 後 に 排 尿 し て も ら
う 。 こ の 尿 は 検 査 に 出 す 必 要 は な い 。 但 し 、
こ の 排 尿 終 了 時 が ク リ ア ラ ン ス 試 験 の 開 始 時
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問 で あ り 、 以 後 正 確 に60分 を 計 測 し た の ち 、
排 尿 さ せ る 。 こ の60分 間 の 全 尿 を 採 取 し 尿
量 測 定 を 行 う と 共 に 、 尿 中 尿 酸 ・ 尿 中 ク レ ア
チ ニ ン の 測 定 を 行 う 。 一 方 蓄 尿 開 始30分 後
の 中 間 時 に 採 血 を 行 い 、 血 中 尿 酸 ・ ク レ ア チ
ニ ン の 測 定 を 行 う 。 但 し 、 両 者 の 血 中 濃 度 は 、
こ の 間 大 き く 変 動 す る 可 能 性 は 少 な い の で 、
正 確 に30分 で 測 定 す る 必 要 は な く 、 お よ そ
の 採 血 時 間 の 目 安 と す る 。
以 上 が 病 型 分 類 の 基 本 と な る 尿 酸 及 び ク レ
ア チ ニ ン の ク リ ア ラ ン ス 試 験 の 具 体 的 方 法 で
あ る(表1)。
文 章 で 記 載 す る と か な り 煩 雑 に 思 わ れ る む
き も あ ろ う が 、 実 際 に は 飲 水 ・ 排 尿 後60分
間 の 分 割 尿 を 採 取 し 、 中 間 時 点 で ワ ン ポ イ ン
ト 採 血 す る こ と が 全 て で あ り 、 手 慣 れ た 外 来
ス タ ッ フ で あ れ ば 、 看 護 師 ・ 検 査 技 師 の み で
も 検 査 の 施 行 は 可 能 で あ る 。 検 査 方 法 の 説 明
を 事 前 に 患 者 に 十 分 行 う 必 要 が あ る が 、 こ れ
も 医 師 以 外 の ス タ ッ フ で 十 分 施 行 可 能 で あ る 。
6
参 考 迄 に 、 本 院 で 用 い て い る 、 患 者 へ の 検 査
法 説 明 用 の 文 書 を 示 す(表2)。
尿 酸 産 生 量 の 測 定
尿 酸 産 生 量 を 求 め る 方 法 と し て は 、 放 射 性
同 位 元 素15N或 い は14Cな ど で 標 識 し た
尿 酸 を 生 体 に 負 荷 し 、 そ の 後 継 時 的 に 採 」血 し 、
放 射 活 性 の 推 移 を 測 定 す る こ と が 基 本 で あ っ
た 。 詳 細 は 略 す る が 、 こ う し て 標 識 尿 酸 の 比
活 性 を 、 さ ら に は 交 換 率 を 算 出 し こ の 値 を 利
用 し て 、 投 与 し た 標 識 尿 酸 の 希 釈 率 を 算 出 す
る 。 投 与 量 と 希 釈 率 か ら 尿 酸 プ ー ル の 大 き さ
を 、 ま た 尿 酸 プ ー ル の 大 き さ と 交 換 率 よ り 尿
酸 産 生 量 の 算 出 が 可 能 で あ る5)。 し か し 、 現
在 で は 体 内 被 曝 の 問 題 な ど か ら こ う し た 方 法
が 用 い ら れ る こ と は な く 、 ヒ ト 体 内 で の 尿 酸
産 生 量 を 直 接 測 定 す る こ と は 、 日 常 臨 床 で は 、
き わ め て 困 難 で あ る 。
中 村 ら は 尿 酸 産 生 過 剰 を 示 す 症 例 で は 尿 中
尿 酸 排 泄 量 が 多 い こ と を 示 し 、 こ れ を 利 用 し
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て 尿 酸 産 生 量 を 推 定 す る 方 法 を 提 示 し た 。 現
在 で は 、 通 常 こ の 方 法 に よ り 尿 中 尿 酸 排 泄 量
か ら 尿 酸 産 生 量 を 推 測 す る 方 法 が 用 い ら れ て
い る 。 具 体 的 に は 尿 酸 ク リ ア ラ ン ス 試 験 を 行
う 時 の 様 な 、 高 プ リ ン 食 制 限 下 絶 食 か つ 飲 水
負 荷 時 の 尿 中 尿 酸 排 泄 量 が 、0.51mg/
kg/時 以 上 の 高 値 を 示 す 時 、 尿 酸 産 生 過 剰
型 と す る(表3)6)。
こ の 時 、 尿 酸 ク リ ア ラ ン ス が 低 下 し て い る
症 例 で は 、 前 述 し た 腎 外 性 処 理 が 代 償 性 に 充
進 す る た め 、 こ の 点 を 補 正 し て
尿 中 尿 酸 排 泄 量>0.030× 尿 酸 ク リ ア
ラ ン ス+0.325(mg/kg/時)
の 時 を 尿 酸 産 生 過 剰 動 型 と す れ ば 、 よ り 正 確
で あ る7)。
尿 酸 排 泄 能 の 測 定
尿 酸 排 泄 低 下 が あ る か 否 か の 判 断 は 、 尿 酸
ク リ ア ラ ン ス 試 験 に よ り 行 う4)。 こ の 際 、 原
発 性 の 尿 酸 排 泄 低 下 に 、 痛 風 腎 に 典 型 的 で あ
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る 腎 機 能 不 全 を 伴 う 場 合 や 、 或 い は 元 々 、 他
の 基 礎 疾 患 に よ る 腎 機 能 障 害 が あ り 、 二 次 性
に 高 尿 酸 」血 症 を 来 す 場 合 も 存 在 す る 。 こ の た
め 尿 酸 排 泄 能 以 外 の 腎 機 能 低 下 の 合 併 の 有 無
を 判 断 す る 指 標 と し て 、 尿 酸 ク リ ア ラ ン ス と
ク レ ア チ ニ ン ・ ク リ ア ラ ン ス の 比(R)を 求
め て お く 。 な お こ の 際 、 以 前 は 本 邦 の 平 均 体
表 面 積(m2)は1.48と さ れ て い た が 現
在 は1.73が 用 い ら れ て い る の で 、 関 連 す
る デ ー タ を 解 釈 す る 際 考 慮 す る 必 要 が あ る(
表4)。 ま た 、 尿 酸 排 泄 量 で な く 尿 酸 排 泄 能 と
い う 語 を 用 い た こ と に 注 意 頂 き た い 。 尿 酸 排
泄 低 下 型 高 尿 酸 血 症 に お い て は 当 然 尿 酸 排 泄
量 が 低 下 し て い そ う で あ る が 、 実 際 に は 尿 酸
ク リ ア ラ ン ス 低 値 の 結 果 尿 酸 プ ー ル が 増 大 し 、
血 中 尿 酸 の 上 昇 を 認 め る 結 果 、 尿 酸 ク リ ア ラ
ン ス の 低 下 は 相 殺 さ れ 、 尿 酸 排 泄 量 は 正 常 域
に あ る こ と も 見 受 け ら れ る 。 尿 酸 排 泄 低 下 の
指 標 は あ く ま で 尿 酸 ク リ ア ラ ン ス に よ る 排 泄
能(或 い は 排 泄 率)で あ る 。
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病 型 分 類 の 実 際
表5に 病 型 分 類 の 実 際 を 示 す(表5)。 我 々 の
施 設 で は 尿 酸 ク リ ア ラ ン ス を 電 子 カ ル テ で オ
ー ダ ー し て お け ば 、 検 査 開 始 後2～3時 間 以
内 に 、 画 面 上 に そ の 結 果 が 表 示 さ れ る の で 参
考 ま で に お 示 し す る(表6)。 但 し 、 低 頻 度 な
が ら 疾 患 の 経 過 の 一 時 期 に 、 或 い は 何 ら か の
原 因 に よ り 尿 中 尿 酸 排 泄 量 お よ び 尿 酸 ク リ ア
ラ ン ス が 正 常 値 を 示 す 正 常 型 で あ っ た り 、 明
ら か に 現 疾 患 と 矛 盾 す る 数 値 を 示 し た り で 、
臨 床 的 判 断 が 重 要 な 場 合 も あ る 。 例 え ば 、 明
瞭 な 尿 酸 産 生 過 剰 型 で あ る 腫 瘍 融 解 症 候 群 患
者 で も 、 そ れ に よ り 急 速 に 腎 不 全 に 陥 っ た 場
合 に は 尿 酸 ク リ ア ラ ン ス は 著 明 に 低 下 し 、 尿
中 尿 酸 排 泄 量 も 低 下 し 、 尿 酸 排 泄 低 下 型 の 病
型 を 呈 す る8)な ど で あ る 。 中 村 ら の 多 数 例
の 検 討 結 果 を 表7に 示 す 。 本 邦 で は85%が
尿 酸 排 泄 低 下 の 要 因 を 、 約40%が 尿 酸 産 生
過 剰 型 の 要 因 を 持 ち 、 両 者 が 重 な り あ う25
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%が 混 合 型 で あ る9)。
病 型 分 類 の 再 評 価
治 療 前 に 病 型 分 類 を 行 い 、 そ れ に 基 づ き 治
療 を 行 う 時 、 当 初 は 良 好 な 反 応 が 得 ら れ て も
次 第 に 治 療 抵 抗 性 と な る 場 合 が あ る 。1つ は
薬 剤 へ の ア ド ビ ア ラ ン ス の 低 下 が あ る が 、 今
1つ は 、 検 査 所 見 や 症 状 の 改 善 に よ る 気 の ゆ
る み な ど で 、 食 生 活 を 中 心 と し た 患 者 の 生 活
ス タ イ ル が 変 化 す る 場 合 で あ る 。 極 端 な 場 合 、
病 型 も 変 化 す る こ と が あ り 、 中 で も 尿 酸 排 泄
低 下 型 に 、 尿 酸 産 生 過 剰 型 の 要 素 が 加 味 さ れ
る こ と が 比 較 的 多 い1°)。 治 療 反 応 性 が 低 下
す る な ど の 初 診 時 の 検 査 所 見 等 で 説 明 し 難 い
病 状 が 出 現 す れ ば 、 約2週 間 の 休 薬 の の ち 病
型 の 再 評 価 を 行 う べ き で あ る 。
簡 便 法 に つ い て
外 来 で60分 法 を 行 う の が 煩 雑 で あ る な ど
の 理 由 で 、 ス ポ ッ ト 尿 を 用 い る 簡 便 法 が 行 わ
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れ る 場 合 が あ る 。 太 田 ら は 高 血 圧 患 者 に お い
て 尿 中 尿 酸/尿 中 ク レ ア チ ニ ン 値0.5を カ
ッ ト オ フ と し て24時 間 蓄 尿 法 と 比 較 し 、 病
型 分 類 の 一 致 率 は 良 好 で69.5%で あ る と
報 告 し て い る10)。 し か し 、 本 法 で は0.5
以 上 の 場 合 、 あ ら た め て 蓄 尿 法 に よ る 病 型 分
類 が 必 要 と な る 。 ま た 、 先 述 し た 如 く60分
蓄 尿 法 は そ れ ほ ど 煩 雑 な 検 査 で は な い の で 、
長 期 投 与 が 必 要 な 薬 剤 選 択 の た め の 病 型 分 類




1)日 本 痛 風 ・ 核 酸 代 謝 学 会 ガ イ ド ラ イ ン 改
訂 委 員 会:高 尿 酸 血 症 ・ 痛 風 の 最 近 の 動 向.
日 本 痛 風 ・ 核 酸 代 謝 学 会 ガ イ ド ラ イ ン 改 訂 委
員 会.高 尿 酸 血 症 ・ 痛 風 の 治 療 ガ イ ド ラ イ ン,






4)日 本 痛 風 ・ 核 酸 代 謝 学 会 ガ イ ド ラ イ ン 改
訂 委 員 会:高 尿 酸 血 症 の 病 型 分 類.日 本 痛 風
・ 核 酸 代 謝 学 会 ガ イ ド ラ イ ン 改 訂 委 員 会 .高
尿 酸 血 症 ・ 痛 風 の 治 療 ガ イ ド ラ イ ン,大 阪,
メ デ ィ カ ル ・ レ ビ ュ ー 社,63-65,2010
5)中 村 徹,高 木 和 貴,上 田 孝 典:尿 酸 の 動
学 力.日 本 臨 床54:3230-3236,1996
6)中 村 徹,内 田 三 千 彦,内 野 治 人,他:痛
風 高 尿 酸 血 症 の 尿 酸 ク リ ア ラ ン ス 法 に よ る 検
13
討.尿 酸1:45-61,1977
7)中 村 徹,内 田 三 千 彦,内 野 治 人,他:痛
風 の 高 尿 酸 」血 症 の 尿 酸 ク リ ア ラ ン ス 法 に よ る
検 討.尿 酸2:125-130,1978
8)松 田 安 史,山 内 高 弘,根 来 英 樹,他:著
明 な 高 尿 酸 血 症 、 腫 瘍 融 解 症 候 群 を 併 発 し た
Burkitt型 急 性 リ ン パ 性 白 血 病,痛 風 と 核 酸 代 謝,
34,17-22,2010.
9)中 村 徹:高 尿 酸 血 症 の 成 因 と 病 態,中 村
徹 編,一 実 地 診 療 医 家 の た め の 一 高 尿 酸 血 症





11)大 田 裕 子,土 橋 卓 也:高 血 圧 患 者 に お
け る 高 尿 酸 血 症 の 病 型 分 類:簡 便 法 の 有 用 性
に つ い て.痛 風 と 核 酸 代 謝35:169-173,2011
14
